
会員企業の活動報告

日本通運株式会社 様

♪環境経営委員会 ナスバネット
運転適性診断　受付中！
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”星キラリ　自転車ピカリ　帰り道 ”今月の交通標語
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◆3月10日（土）17：00より前橋支部

青年部会研修会を行います。

社会保険労務士・中嶋栄氏による

「最近の労務管理事情」が研修内容。

◆ナスバネットの年度内助成金が3月
23日 迄 と の 連 絡 が あ り ま し た 。

となります。

3/24～3/31の間の受診料は
全額の2,200円

4月1日からは新年度の助
成金により1,000円で受診
できます。

　日本通運㈱　前橋支店
　（樺澤孝志　支店長）
　前橋市東善町
・設立は1937年(S12年)
日通前橋支店とﾄﾗｯｸ協会前
橋支部との間には57年の歴
史があります。

◆日本通運・群馬支店主

催による「ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ定期研

修会」の開催連絡を戴き、

前橋支部で今年度から実

施した「ﾌﾟﾛﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ研修」

の参考にできればと、真剣

に取材させて戴きました。

始業前の 「日通体操」　第1・第3

◆①体操②座学（交通事故・労災事故、飲酒運転、事
故防止、学科ﾃｽﾄ）③構内・路上と2班に分かれ点検実
技と運転実技-昼食-④交差点事故⑤安全運転をする
為の5原則と3つのﾎﾟｲﾝﾄ⑥点検（3周点検）⑦大型車の
死角⑧ｽﾗﾛｰﾑ走行（前進・後退）等々。※紙面に書き尽
くせないが構内実技ではﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの意識だけでなく人・
子供・乗用車からの視線も検証。また路上走行ではﾊﾝ
ﾄﾞﾙは握ったままの「安全運転呼称」を全員が確実に
行っている。安全運転に特化してﾎﾟｲﾝﾄを絞った内容だ。

◆日通体操は伴奏に乗って行います。NHKﾗｼﾞ
ｵ体操と同じ人の声で元気良く。群馬支店業務
課篠崎課長によれば「50年以上前からある」と
のことだがｱﾅｳﾝｻｰの声がそっくりなので設立
当時からあるかも知れない。ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの1日は
必ず体操→点検→点呼→出発の手順を踏む。
以降本日の研修内容をﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟしてみた。

◆ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｺﾝﾃｽﾄで上位を獲る日通さんの効率

の良い点検を簡単に紹介します。

①1周目-車両の外観（美観・異常・傾き他）

②2周目-ｵｲﾙ・水漏れの痕跡、ｳｨﾝﾄﾞｳｫｯｼｬｰ、

灯火装置・方向指示器、左前輪、冷却水ｴﾝｼﾞﾝ

ｵｲﾙ、燃料ﾀﾝｸ、左後輪、後面・灯火方向指示

器、右後輪・ｽﾍﾟｱﾀｲﾔ、ﾊﾞｯﾃﾘｰ、ｴｱﾀﾝｸ、ﾌﾞﾚｰｷ

ｵｲﾙ、右前輪、運転席内（ﾌﾞﾚｰｷ・ｴﾝｼﾞﾝ・燃料・

ｴｱｰ・ﾜｲﾊﾟｰ・ﾃﾞﾌﾛｽﾀ・ﾊﾞｯｸﾐﾗｰ③3周目-灯火装

　　　　　　　　　　　　置全部、ﾌﾞﾚｰｷの効き具合。

　　　　　　　　　　　　※ﾒｰｶｰ・車種によって当然

　　　　　　　　　　　　配置が違うので車両ごとに

　　　　　　　　　　　　動きをｾｯﾃｨﾝｸﾞする。

　日本中央運輸㈱
　（町田真由美　社長）
　前橋市下佐鳥町）
・平成7年4月設立。県内及び
近県に車部品・自販機部品・
飲料水を輸送。加えて群馬赤
十字ｾﾝﾀｰの依頼で血液輸送。

　　　3月の危険日
3/7(水)・8(木)・9(金)
3/14(水)・15(木)・16(金)
3/28(水)・29(木)・30(金)
　　　の3回です。

群馬県警からお知らせ

写真は運行部長の儘田さん

◆日本中央ｸﾞﾙｰﾌﾟといえ
ばﾊﾞｽ(路線・高速・観光)・ﾀ
ｸｼｰでお馴染みですが、他
に旅行・保険・不動産・ﾘｰｽ
の会社があります。今回は
ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社である日本中
央運輸・儘田部長と野崎課
長にお話を伺いました。

東京直下地震にも備える？血液輸送会社及びｸﾞﾙｰﾌﾟの沿革を伺いました
◆日本中央ｸﾞﾙｰﾌﾟのルーツは上電ﾀｸｼｰ。その

後S63年「日本中央自動車」を設立。H6年「日本

中央交通」、H7年「日本中央ﾊﾞｽ」を設立し現在

に至る。日本中央運輸さんもH7年4月の設立。

儘田さんは「ｸﾞﾙｰﾌﾟのﾈｰﾑﾊﾞﾘｭｰで営業がやり

易いです」と言います。日本中央運輸さんの先

代社長は儘田さんの叔父さんとのこと。

　※日本中央ｸﾞﾙｰﾌﾟをご利用ください！

現在、力を入れていることは何でしょう？

◆ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの育成教育です。( )

・日産・ｻﾝﾃﾞﾝ・ｻﾝﾄﾘｰといった大手の仕事の為

確実な輸送と共にﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの身なり・態度も重

要。当社ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの平均年齢は40歳超で落着

いているが個性が出る。月1回ﾐｰﾃｨﾝｸﾞを行い、

同行等付き切りで指導も行うが、1人になるとつ

い”個性”が出ることがある。「点呼」を重視し、ｺ

ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図りながら指導育成を図っていま

す、と野崎課長。

もう一つは血液の輸送です。これを始めた

きっかけは12年前。当時いたﾊﾟｰﾄさんが群馬赤

十字ｾﾝﾀｰの依頼でﾀｸｼｰで血液を運んでいた

がやりきれなくなった為自社で引き受けた。

「3月から事業が拡大します」と儘田部長。

野崎課長が担当

◆

◆北関東、信越６県の献血から血液製剤や輸

血用血液を製造する日本赤十字社の関東甲信

越ブロック血液センター埼玉製造所が、埼玉県

東松山市新郷に完成した。業務開始は２月１４

日。血液の広域的な需給バランスの確保や血

液製剤の安定供給を目指し、日赤が４月から都

道府県単位の血液センターをブロック化するの

に伴うもの。埼玉製造所では、埼玉、茨城、栃

木、群馬、新潟、長野の各県で献血された年間

約７０万人分の血液から血液製剤や輸血用血

液を製造し、各県の血液センターなどに送る。

（H24.1.26に公表された記事より）ということから

日本中央運輸さんでは増車対応し、今後の重

要業務としていく。従来この輸送を外注してい

たのは群馬県だけということで、これまで培った

ﾉｳﾊｳが発揮されることと思います。

●下の写真は左が内輪差の検証、中央が子供の視

界確認、右は全長5mのﾊﾞﾝで6m間隔のﾊﾟｲﾛﾝをｽﾗ

ﾛｰﾑしﾊﾞｯｸで戻ってくるという運転姿勢の検証。

日常点検の周り方と点検項目
　　＊三周確認の基本 公開します！
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